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1　はじめに
令和6年度の学校自己評価および児童・保護者・地域を対象としたアンケート結果を踏まえ、本校が令和7年度に向けて策定した改善方策がどの程度成果を上げたのかを検証いたしました。児童の学びの質や学校への信頼、地域との連携の観点から報告いたします。

2　高学年児童の学習意欲・挑戦意識
児童の主体性や挑戦意識については、全学年保護者からを通して「自分らしさの尊重」や「目標に向かって努力する姿勢」が高く評価されており、キャリアパスポートを活用した振り返り活動や、目標設定を重視した学習指導が一定の成果を上げていると考えられます。
一方で、「自分で課題を見付け、解決していく学習が楽しい」と感じる割合は高学年ほど低下しており、学習内容の難化や増加により、学びの楽しさや学ぶ意味を実感しにくい状況があると考えられます。探究的な学びは日常的に実践しているものの、児童が学習の意義を十分に理解し、自らの成長と結びつけて捉える段階には至っていないと思います。根本的な意欲向上には授業者側のさらなる工夫が必要です。

3　保護者・地域との信頼関係に関する成果と課題
児童の学校生活に対する満足度は向上している一方で、保護者および地域の評価は一部で低下しております。特に「地域の中の学校としての意識」に関する評価が大きく下がっており、学校と地域社会とのつながりが希薄になりつつあることが心配されます。学校だよりホームページ等による情報発信は行っておりますが、学校の教育活動の意図や成果が十分に伝わっていないかもしれません。学校公開や学習発表会などの機会が昨年度より少なくなったことも、保護者の理解不足につながったと考えられます。改善方策は妥当であるものの、実施の頻度や発信の質をさらに高める必要があると考えます。

4　キャリア教育の充実に関する成果
キャリア教育に関する児童の意識は前年度より向上しており、「自分の生き方や将来について考える授業がある」と回答する児童が増加しております。キャリアパスポートの活用や他校種との連携強化が、児童のキャリア形成に貢献していると考えられます。
しかしながら、保護者の認識との間には依然として意識差が存在し、学校の取り組みが家庭に十分伝わっていない状況があります。キャリアパスポートの内容の統一や、保護者コメントなど、家庭と学校が児童の成長を共有する仕組みをさらに整備する必要があります。
5　探究的な学びの深化に関する成果と課題
探究的な学びについては、児童の意識には一定の成果が見られるものの、保護者の評価は低い傾向があり、活動の意図や価値が十分に理解されていない可能性があります。単発的な活動ではなく、日常的に課題設定・解決活動・振り返りを行う学習過程を授業全体に計画、実践する必要があります。また、学習成果だけでなく、児童がどのように課題を見つけ、どのように考え、どのように解決に至ったのかという「探究プロセス」を丁寧に発信することで、保護者の理解を促進することが求められます。

６　総合評価と今後の方向性
総合的に見ると、改善方策は児童の意識や学びの質の向上には一定の成果を上げておりますが、保護者や地域との認識の共有という点では十分な成果が得られていません。今後は、学校の取り組みを「見える化」し、児童・保護者・地域の三者が同じ方向を向いて学校づくりに参加できるよう、情報発信や交流の機会をさらに充実させていく必要があります。
本校が掲げる「通うことが楽しみな学校」「安心して託せる学校」「教えることで教わる学校」の実現に向け、き続き教育活動の改善と充実を図り、児童の未来を地域とともに育む学校づくりを推進してまいります。

